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場 所  政策会議室 

出席者 市長、副市長、教育長、企画部長、行政経営担当部長、総務部長、市民生活部長、 

経済環境部長、保健福祉部長、子ども部長、都市部長、国県事業推進担当部長、 

土木部長、議会事務局長、消防長、教育部長、健康づくり担当部長 

 

１ 協議事項 

（１） 伊勢原市都市公園条例等の一部を改正する条例について[保健福祉部] 

施設使用料の見直しに係る改正内容について協議した。 

 

２ 報告事項 

（１） １月議会全員協議会の報告事項について[総務部] 

１月２０日（月）に開催される１月議会全員協議会の行政報告案件等について報告した。 

 

（２） こども計画（案）のパブリックコメントの実施結果について[子ども部]  

令和６年１２月２日（月）から２７日（金）までの期間で実施したパブリックコメント

の結果及び今後のスケジュール について報告した。 

 

（３） フロントヤード改革推進方針（案）のパブリックコメントの実施結果について[企画部]  

令和６年１２月２日（月）から２７日（金）までの期間で実施したパブリックコメント

の結果及び今後のスケジュールについて報告した。 

 

（４） 伊勢原市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例

(案)のパブリックコメントの実施結果について[都市部]  

令和６年１２月２日（月）から２７日（金）までの期間で実施したパブリックコメント

の結果及び今後のスケジュールについて報告した。 

 

（５） 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金について[企画部]  

臨時交付金の追加内容について報告した。 

 

（６） 随意契約における契約検査課の事務確認について[総務部]  

随意契約に関する事務の適正な執行を図るため、事務運用の見直しを行うことについ

て報告した。 
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（７） 伊勢原駅北口地区市街地再開発事業コミットメント会議の成果について[都市部］ 

本会議の検討結果について報告した。 

 

３ その他連絡事項 

（１） 市民総ぐるみ大清掃について[経済環境部]  

３月２日（日）に実施する市民総ぐるみ大清掃の概要について報告するとともに、令和

７年度以降の実施日程について周知した。 

 

（２） 「県央やまなみ地域の市町村職員によるエコ通勤デー」の実施について[経済環境部]  

「県央やまなみ地域における広域連携の強化に関する協定」（伊勢原市、厚木市、秦野

市、愛川町及び清川村）に基づく取組として、当該市町村職員を対象としたエコ通勤デー 

を１月３１日（金）に実施することを報告するとともに、職員の協力について依頼した。 

 

（３） 令和７年はたちのつどいの開催結果について[子ども部]  

１月１３日（月）に開催した「はたちのつどい」の出席者数等について報告した。 

 

（４） 消防出初式及び新春市民の集いの実施に伴うお礼について[消防本部・企画部] 

１月１２日（日）に開催した消防出初式及び新春市民の集いについて、関係職員の従事

に対するお礼を伝えるとともに、当日の様子を報告した。 

 

（５） ナチュラルビズの導入について[総務部] 

働きやすい職場環境や業務の効率化を推進するため、２月からナチュラルビズ（通年で

働きやすい服装で執務を行う取組）を導入することを報告した。 

 

４ 指示事項等 

＜市長＞ 

 「消防出初式」「新春市民の集い」「はたちのつどい」に従事した関係職員については、

大変御苦労であった。 

 予算編成については厳しい状況であるが、知恵と工夫を絞って進めること。 

 施設使用料の見直しについては、きちんとプロセスを踏んで検討・調整を進め、議会や

市民に説明できるよう課題等を整理すること。 

 伊勢原駅北口地区については、子育て分野なども含めて、引き続き柔軟に検討すること。 

 ナチュラルビズについては、議会対応や来客対応など、ＴＰＯを踏まえたルールを作る

こと。 
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＜副市長＞ 

 施設使用料の見直しについては、他の公共施設の考え方も含めて、今回の見直しの必要

性について関係部署と早急に調整し、議会に対して説明ができるように整理すること。 

 随意契約における事務確認については、事故防止の観点からも協力をお願いする。 

 伊勢原駅北口再開発ビルの公共施設・機能については、行政内部だけでなく、市民や組

合等の意見集約を行い、柔軟に検討が出来るよう進め方を調整すること。 

 これから国会が始まるなかで、地方創生交付金の増額や物資の備蓄状況の公表義務化

の動きがあることから、特定財源を確保するためアンテナを高くして情報収集をする

こと。 

 

 

 

 

 

 

 【 以 上 】 


